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課題名
2２果樹の難防除病害虫の生態と防除

アプロード水和剤のフジコナカイガラムシに対する作用特性
分類 ①

試験研

究年次
２年（繰上げ完了）

カキのフジコナカイガ使用回数が増加した合成ピレスロイド系薬剤は、、

リサージェンス防止効果の対してリサージェンス現象を誘発するので、
の選定とその作用特性を明らかにする。
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Ⅱ試験方法

１１齢幼虫に対する残効性

カボチャをアプロード水和剤1000倍l液に１０秒間浸漬し、風乾後に室内に置い
た。処理後３日目、６日目、１２日目、１７日目にカボチャ１個当たり３卵塊を接
種し、処理後４７日目の生存虫数を調査した。

風ャに産卵させた卵塊をカボチャごと薬液に１０秒間浸漬し、
２５℃の定温器内を塗布した漁紙を敷いたシャーレ内に置き、
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齢態ごとにカボチャに接種し、卵と同様の処理を行った。調
数と、処理後４５日目までに雌成虫となった虫数を比較して発
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Ⅲ主要成果の概要

１アプロード水和剤１００o倍液は、１齢幼虫に対しては殺虫効果が高く、残効性
も１７日間と長いが､９m及び３齢幼虫には殺虫効果が低い。

２ アプロード水和剤1000倍液をｌ齢幼虫割合の高い６月上～下旬に１０日～２０日
間隔で２回散布すればリサージェンス現象の誘発を防止できる。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表ｌ齢幼虫に対する残効性（２年）
供試薬剤名・濃度接種時期卵塊数発育虫数

６日後６４０

１２日後６ １

１７日後６ ３１

無 処理６２９１
－ ６４３３

供試薬剤名・溌度供試卵塊数ｌ卵塊当たりふ化虫数

サ リ チ オ ン 水 和 剤１０００倍５１６４
無処理５３６５

第３表齢態の異なる幼虫に対する効果（２年）
供 試 薬 剤 名 ・ 濃 度齢態散布前虫数発育虫率

l齢３５０％

アプロード水和剤1 0 0 0 倍 ２ 齢 １ ３ ８
3齢１２４２

無処理１齢６６１９

２齢９．５６

第４表圃場における防除効果（２年）
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注）＊卵塊には蒋化幼虫の塊も含む。
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Ｖ 成果の評価と取扱上の留意点

平成 ３ 年 度 福 岡 県 果 樹 病 害 虫防除基準に採用した｡

Ⅵ 、今後の研究.上の問題点，

リサージェンス誘発要因の解明
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